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　1、『古事記伝』稿本について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≧
　『生涯の願望成就仕』，これは・『古事記伝』全44巻44冊を脱稿したとき，本居宣長

（1730－1801）が書簡1）に言己した言葉である。このとき宣長は69歳，賀茂真淵に木回し

た34歳の頃2）より『古事記』研究に志したというから，30余年の歳月を経たことにな

る。宣長の学問あ集大成どいうべきこ1の著作は，寛政2年、（1790）・から宣長没後の文

政5年（1822）にかけて出版された3’〉。以降り『古事記』．研究でこの影響を受けない

ものは無いといってよく，『古事記伝』は現代でも第一級の『古事記』注釈書の地位

を失っていない。　　　　　ヒ
　『古事記伝』には，宣長自筆の稿本が，初稿本は巻17（抜本巻18）以降，再稿本は

全巻全冊残されており，また，宣長の長子春庭（1763－1828）筆とされる巻3の第3』

次稿本1冊も現存する。以上の稿本は，本居宣長記念館および天理図書館4）に伝えら

れている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　当館所蔵本（請求記号〈WA18－9＞以下国会本と称す）1さ『古事記伝』の総論一

之三二三三の最終稿本5）とみられる2冊である。巻頭に「三三能屋蔵書」の印記6）があ

ることから，本居家に伝わったものと知られる。筆者については，宣長自筆と伝えら

れるが，他筆とみられる箇所もある．（後述）．明治41年3月滞国図書館が2i・m　elE七

より購求．噺に朱，墨，機，鰍，塗消等に’よって峰三三えられるが・加

筆訂正が加えられる前の本文が，漢字平仮名交じり文，片面10行・、1行24字の書式に

統一され，字体挫っていることからみて，いったん託した後に力嘩証を方回した
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のであろう。訂正後の記述はほぼ版本どおりとなる。版下筆者への指示書きが加筆さ

れていることから，版下執筆の際の下本として用いられ寿ものと考えられる。

，国会本『古事記伝』稿本2冊につy・ては，すでに岡本三水氏が昭和47年に調査を行

い，その詳細な報告を発表されている7）。本稿も多くこの論に負うものである。

　本稿では，国会本本支（加筆訂正箇所，版本との校異）の紹介を主眼とし，書誌事

項，筆考，成立年代等について，・簡略ながら触れるこどとする。

1．∫書　誌　事項

内踵：「古事記イ専　　一之江（二之巻）」

外題：「古事記傳　　＝〈二）」表紙に打付け書き

冊数：2冊（木箱入り）

大きさ：27．5×18．9cm

表紙：渋横刷毛目模様

、装丁：一之巻は5針嚇怒法，二一巻は4針眼三法

丁数：一之巻94丁，二砧巻60丁

書式：片面10行，1行24字

　　　漢字平仮名交じり文，読点なし，匡郭・界なし

項目（付表参照）：

　一之巻
　　・皆善巧ども礪○響（→言整正後イ苦へ謙も礪ノ箒・・書紀6諭

　　　弊紀とい繍の比翼思事諸本旧注繹の事蔑薩の事イ葭
　　　字の事　　古言の聲の上り下りの事（→訂正後「三法の事」の末尾に移さ
　　　　　　　　　　　　　　ヨミザマ　　　　　　　ナホビノミタマ
　　　れ，項目から消える）　療法の事，直三三

　二之巻

　　・古事記上巻［井序］　大御代三三繊御世御世三三子御子（→訂正後　大御

　　　代心添縫御世御世三三子等）

加筆訂正：

　　全体にわたって朱，墨，貼紙，付箋，塗消による加筆訂正演施される。

　　付箋；一之巻，12箇所（すべて68丁以前）。二之巻，3箇所1

　，上部余白の書き入れ；一之巻，13箇所（すべて68丁以前）’

紙の貼り継ぎ：

　一之巻　46ウ4－5行目の間；85ウ8－9行目の間

・二之巻　16ウ3－4行目の間，23ウ4－5行目の間，39ウ7－8行強め間，

　　　　　44ウ7「8行目の間，47ウ8－9行目の間，53ウ9－10行目の問，

　　　　　54オ3－4行目の問

自記：「須受店屋蔵書」「帝国図書館ゴの朱印巻頭

伝来：明治41年3月23日帝国図書館が吉川半玉より購求
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　一之巻巻末の「直毘霧」（69丁以降）はその．他の部分≧全く別筆で記されている・

「直毘露」の直前68丁裏が半丁分白映となっていること，この部分の冊子の少目に合

’綴の跡のスジが残るこど鮎みて・6gt以降「直懸」は別途記さ廼ものと教ら

れる。

付表

　　　　　　’ﾄ稿本 国会本　原文・ 国会本訂正後9） 版本

フミ　イデハジメ

Lノ成キ始
イニシヘブミ　　　　スベテ○○○

ﾃ記どもの総論
イニシヘブミ　　』スベテノサダメ

ﾃ記どもの総論
イニシヘブミドモノスペテノサダ

ﾃ記典等総論

日本紀ヲ論フ
　　アゲツラ
窓Iの論ひ

　　アゲツラ
窓Iの論ひ

　　アゲツラ
窓Iの論ひ

奮事紀ト聞書ヲ論フ 奮事紀といふ書の論 奮事紀といふ書の論 曹事紀といふ書の論

コノフミ　　　ナ

Lノ題号ノ事
フミノナ　　　’

L帳號の事
フミノ　ナ

L三三の事
フミノ1ナ

L題號の事

諸本又三三の事　　r 諸本又三三の事ノ 諸本旧注繹の事

一
之
巻

カキザマ

ｶ膿ノ事
カキザマド

ｶ禮の事
カキザマ

ｶ膿の事
カキザマ

��ﾌ事

カ　ナ

?噬m事
カ　ナ

?嘯ﾌ事
カ　ナ

?嘯ﾌ事
カ　ナ　　　k

�嘯ﾌ事

フルコト　コエ　アガリサが

ﾃ語ノ音ノ上下リ
フルコト、　　　アガ　サガ

ﾃ言の聲の上り下り

ﾌ事
ヨミ

Pノ事
　　　　　　　　馬?~ザマ

P法の事
ヨミザマ

P法の事
ヨミザマ

P法の事

道旧事三論
ナホビノミタマ

ｼ毘塞
ナホビノミタマ

迥ﾑ鑑
ナホビノミタマ

ｼ筆璽

古事記上巻［順序］ 古事記上巻併序］ 古事記上巻［井序］
フルコトブミカミツマキ

ﾃ事記上巻［三三］
二
之
巻 天津日嗣 圏大御代之三三泄御

｢之御子御子

　　　　　’蛹苟續V丁丁御世御

｢之御子等

大御代之綴糸御世御

｢之御子等

　2．筆者について

　当稿本2冊は本居宣長自筆として当館に伝えられてきた。しかし，「直三三」のよっ

に他筆とみられる箇所もあり，その他の部分もすべてを宣長の手跡としていいのか，

疑問の残る点もある。

　一之巻巻末の「直毘嬢」は，筆跡からみて宣長の長子春庭筆の可能性が高い。その

他の部分の筆跡は，’宣長のむあた極めてよ’ ｭ似ており，判断も微妙にならざるをえな

い。ここでは，現段階で調べ得たことを，他の宣長研究者ρ見解を参考にまとめてお

くこととする。

　まず，加筆訂正部分について，この部分は概ね宣長自ら施したとみてよいようであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　ノる。「直情塞」直前の白紙には「此所此本二紙ヲ明ケタルハワロシ直身心ヲモ板下司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クタリ　　　　　　　　　　　　　クタリ　　ァニハ上ノ文ノツぐキノマ・二行ヲ明ケズシテ上ノ次ノ行さ書ツぐク昏シ」（本文紹介

55参照）という付箋があるが，これは，一之巻の版下を書いた春庭①へめ指示とみら
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れる。国会本の加筆訂正は極めて綿密で，書き込みを本文のどこに挿入するか等，大

字小字の書式も含めて詳細に指示されている。版本はこの指示をほぼ忠実に踏襲して

おり，国会本をもとに版下が書かれたζ乏を推測させる11）12）。こう．した版下書きの指

示は著者自ら行ったとみるほうが自然と思われる。筆跡からも，加筆訂正部分は宣長髄

自筆としてよいようである13）14）。

　問題は，原文部分（加筆訂正される前の本文）である。本居宣長記念館蔵，本居弥

生『備忘録紗』（本居清造『備忘録』の抜粋），、「○他三贈レル宣長ノ稿本写本等」あ

項には，「古事記傳一二筆者不明二冊吉川書店ニテ始テ宣長全集ノ発行老ラレタル

際店員トシテ特二其ノ事業二蓋力セル今泉定介，林縫：次郎両氏二之ヲ贈ル後二冊共二

東京三三回書館ノ蔵スル所トナリ宣長自筆ト稽セラル」（傍点筆者）と記されている。

この記事から，国会本が確かに本居家旧蔵資料であったζとを確認できるが，「筆者

不明」とあるのが問題となる15）。たしかに，国会本原文を子細にみると，’「エ」とす

べき「愛」の字のヨミを「イ」とする等16），意味がわかっていれば犯さないと思われ

る間違いもあり宣長自筆としては不審な点がある。国会本の原文は，宣長あ筆跡を忠

実に真似た浄書写本の可能i生があり，いったん別人によって浄書されたものに6宣長

自ら付箋等の加筆訂正を施したi了）とも考えられるのである。　　　・，　’．

　以上のように，国会本の筆者には疑問が残る。しかし，少なくとも加筆訂正部分ば

宣長自ら施したと考えてよいこと，その加筆訂正の中には宣長の研究の進展をうかが

わせるものも多いこどから，『古事記伝』成立を研究する上で国会本四欠かせない位

置を占めることは間違いないであろう。

3．成立時期について
x

　『古事言己』の研究に取り掛かった宣長は，『古事記雑考』18）を明和年間に執筆する。

これが『古事記伝』の総論部分’ i版本一之巻，二之巻）の原形となる。その後『古事

記伝』は初椅再呈と推敲が津ねられてい’く19）。出版計画が具体化したのは天明5年

（1785）20’・巻22．の縫。r掛っていた頃v（“，’　N6年より・春庭によって糎下の喉骨

じまった。

　　　　　　　A．∫国会本薩立時期（加筆訂正を含めて）

　国会本が書き始められ㌍のは，出版計画が具体化した天明5年以降とみられる。宣

長は，再稿本までezl漢字片仮名交じり文で記していたが，版本には漢字平仮名交じり

の表記法を採用した。また，当初は総論部分の巻次を一之巻上・’下としていたが，後

に一之巻，二之巻と変更した。表記法や巻次変更をした正確な時期はおからないが，

天明5年頃以降と見られている21）22）。国会本は漢字平仮名交じりの表記で，一之巻，

二胴巻となつ（いること傘ら，表記法や巻次ρ変更が行われた天明5年以降の成立と

考えられるのであしる。1

　では，いつまでに書き上げられたのか。先述したように，国会本は版下作成の下本．

として使用されたとみられる。したがって，版下を名古屋に送るまでには加筆訂正も
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終えられていたはずで，1『三板出來上畳』から，一之巻ほ天明8年11月まで㌧与之巻

は同6年10月までの成立と特定できる23）。

　　　　　　　B．国会本一之巻原文の成立時期
　国会本原文（加筆訂正さ航る前の本文）の成立はさらに遡るこ，とにな：る。以下，「

之巻の原文の成立時期について，①r古事記』の真福寺本写本についての記述・②横

井千秋宛宣長書簡（4月17日付け）の2点を手がかりとして推測を行った・

　①真福寺本写本の記述から。

　版本『古事記伝』一之巻「諸本又注繹の事」の項には，’ア．寛永版本（宝暦6

（1756）購入），イ．度会延佳校訂版本（宝暦14（1764）校合），ウ．古本（詳紳不明），，

エ．延慶が異本を比校して書き入れた写本（安永9（1780）校合），オ．村井敬義所蔵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ本（天明唱3（1783）校合），カ．真福寺本・（天明7（1787）校合）の6種1の『古事記』

諸本が列挙されている24）。国会本では，このうち，エとカが付箋によって補われてい

る（本文紹介10参照）。天明3年のオの記事がある以上，tt安永9年のエを未見であった

とは考えられないが，天明7年のカが付箋で補われたのは，原文執筆蒔点では真福寺

本写本との校合を未だ終えていなかったためと考えられる25）。真福寺本校合後の加筆

とみら送る箇所が他にもあるからである。（下記例および本文紹AJ　I　54，83，86，102，，

103，104，106，108参照26））

　　例国会本す巻「イ卿事⊥の廊於字よ一について（本職・8参照）

　　　　〈原文〉若くは泓の誤か→＜訂正後≧一本に瀞とあれば後の誤なり

　　　　　　「一本」が真福寺本を指すのは；『古事記伝』巻35に「瀧字諸本に，於と

　　　　　　作るは誤なり，…今は眞福寺本に依れり」27）とあることからわかる。

　宣長が真福寺本の写本との校合を終えるのは天明7年4月である28）。ここから，一之

巻の原文は天明7年4月以前に成立していたと考えられる。

　②年欠4月非7日付け宣長の横井千秋宛書簡29）から。

　　　（略）然は先達而古事記伝一之二二正本一冊上ケ申候，定而脚達，此節パ最早

板下過半も出来可仕と存罷三二，（一字不明）昨日京都直射タり書状到来，右板

下酒圃之系，品有之，用享不二候『付，又々一枚相認上ケ可申段，京都へ被仰遣

候由，依是早速相認差上申二間，御下ラセ被下・追々板下出来待待候・第二列目

も近々出来在憂心，改正本出来次第上ケ二叉候，直丸二も干今京都逗留被致候

　　由，上木議も段々掛合被二二由二丁候・其内帰即被致寸間・万々稚呼明先穆

　　下候。　　（以下略）　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　本居宣長．、

　　　　　　　　　　　　」
　　　　　四月十七日－・

　　　横井十郎左衛門様　、　　　・　　　　　（下線筆者）

　宛名の；横井十二左衛門は，尾張藩士，横井千秋（1738－1801），のこと。天明5年

（1785）に入門，出版の費用を自ら援助し『古事記伝』刊行を実税させた人物である。

　この書簡によると，宣長は．「古事記伝一之巻改正本」を完成し，1版下作成のために

横井千秋に送っていた。一方，「第二二目」「改正本」はまだ完成しでいなレ｝．といっ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みここから，「改正本」という版下前段階の稿本があったこζと1宣長が「改正本」に

　　　　　　　　　　　　　　　　一38一，



基づいての「板下」作成を横井千秋に依頼してい：たことがわかる。

　ところで，こζにいう・「板下］一は現行版本の版下とは別のものと考えられる。現行

版本一：・“之巻二三三の版下は春庭が執筆し，作成の順も，ttまず二之巻（天明6年），そ

の後，一之巻（同8年）となっているからである。おそらく，ここにいう「三下」作

成とは，現行版本の版下作成以前に計画され，実現をみずに終わったものであろうと

考えられる。しかし，この間の事情の詳細は他に十分な資料もなく不明である。

　ここに当書簡を取り上げたのは，ζの「改正本」と国会本になんらかの関係がある

と考えるからである。当書簡に年は記されていないが，現行版本二席巻の版下が出来

たのが天明6年10月であるから，それ以前とすると天明6年の4月17日と推定でき

る30）。国会本の一之巻原文は天明5年頃以降，同7年4見以前（①より）の成立とみら、

れるから，この書簡の天明6年4、月時点で完成していた可能性はある。また，宣長自

筆再稿本一下16ウの付箋（付箋も宣長自筆）には，「因．訓一改正本一ノ洞爺ウ借字

・ハfS！一・・字ノ意ヲトラズタ・其訓ヲ異意二借リテ書ライフ序二一。訓一心トアル是也」

（傍点筆者）とあるのだが注目したいのは，「改正本一2宿入ウ」にあるという「借

字ハ・∵」以下の記述が，版本では一之巻29ウ，再稿本では一上の27オ，国会本では一

之巻28ウに載っており，このうち国会本の丁数が「改正本」の丁数と一致しているこ

とである。

　横井千秋に送られた「一之巻改正本」は，国会本一之巻の原文だったのではなかろ

うが1）。「一之巻改正本」（すなわち国会本「鉢巻原文）に基づいての「板上」作成

が，なんらかの事情で見合わされたため，宣長は，新たな研究の進展（真福寺本との

校合の成果を含む）を国会本一之巻原文に書き込み，後に，春庭が版下を執筆する際

の下本としたのではなかろうか。もし，以上の推定が正しければ，国会本一之巻原文

の成立時期は，真福寺本写本との校合が行われた天明7年4月から，さらに，同6年

4月まで遡ることとなる。・

　享とめると，国会本は天明5年の出版計画が具体化した頃以降の成立，一之巻は同

7年4月以前（または同6年4月以前か）に原文が成立し，その後，同8年11月まで

に加筆訂正を終了した。二之巻は，一之巻よりもはやく同6年10月までには加筆訂正

を含めて成立していたと考えられる。

　なお，一之巻巻末の’r直毘塞」31）は，春庭によって別途記されたと見られるが，春

庭の1『窮物覧帳』33）には，天明2年と同6年の2度にれたって”P直嬢」の筆写を行っ

た記録が残されて診る。このうち6年の方に「古事記傳ノ内」という注記がついてお

り，国会本ρ成立時期に’も合う。国会本「直訴塞」ほ春庭が天明6年に写した可能性

が高い。

4．「古事記伝」稿本としての国会本の意義

　現存最古の『古事記』写本である真福寺影写本との校合は；宣長の『古事記』研究

にも少なからぬ影響を与えたはずである。国会本はその時期の宣長の研究を伝える三
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．料として興味深い。国会本に加えられた訂正をみると，仮字の清濁についての事柄が

大幅に書き足されている（本文紹介19，25，30，46）のをはじめとして，原文では留

保を加えていた点を断定したり（本文紹介18，23，24参照），また，用例の増補を行

う（本文紹介20，・33，53参照）など，宣長の古代語研究の進展を跡付けてV・〈『ζとが

できる1国会本2冊は，『古事記伝』の総論にあたるが，ここは，宣長の『古事記』観

や古道観とともに，古代語研i究の成果を集約しており，『古事記伝』全44巻あ中でも

特に重要な簡所である。筆者の問題34）を含め不明な点も多いカ㍉国会本は現存唯一め

漢字平仮名交じり35）r古事記伝』稿本でもあり，r古事記伝』成享過程を明らかにす

る上で貴重な資料になろう。

　、次節では，国会本の本文の紹介を行う。全文の翻刻ではなく，加筆訂正部分および

版本との校異の紹介としたのは，この両者で国会本の独自本文をすべ（紹介できるこ’

と，’痩?{の特徴を浮かび上がらせるには，この方法のほうが適当と考えたからでgi＞、

る。活字では紹介し尽くせない点も多いカ㍉兎も角も国会杢の内容全体をr通り紹介

することで，今後の国会本調査の一助となれば幸いである。

II．国会奉　本文紹介

本節では，国会本独自奉文く版本と相違する箇所）を紹介する。』」　　1

国会本の本文の大部分は版本と共通する。版本乏異なる記述も，加筆訂正後は版本

と等しくなるものが殆どである。しかし，版本と異なる本文が，加筆訂正されないま

　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　，　　　　　’　　　　　　　　，　1ま残されることもある。

　aでは，加筆訂正箇所（訂正前の本文（≠版本）→訂正後の本文（＝版本））　、

’bでは，版本とあ校異（a以外）

を紹介する36）。

〈凡例〉　　　　　　　　　　　　一

　・小字部分は［］で示しだ6、

　・変体仮名は通用の仮名に置き換えた。

　・異体字は，JISコードにあるものは原字体で表記し，　JISコードにない場合は，

　　特別な場合を除いて，意味の通用する近似字体に置き換えた。

　・平仮名のおどり字はト（“）」，片仮名は「＼（り」・漢字は「々」とし・二字以

　　上の繰返しについては文字を繰返し表記する。

　’t国会本に読点はないが，よみやすさをはかるため，版本に準じて読点を付した。

　・項目は国会本原文の項目名犬数行数は引用箏所冒頭部分C71）ものである。

、．・ ﾅ本は東京大学国文学研究室所蔵本居文庫本〈国文・青1一一3－588／本居・家1＞

　　をもとにした。

〉
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a　加筆訂正箇所

・訂正方法を以下の5種に分けて示した。

　　力嘩（行間・上部余白の書き込み等1・より・あ斜な本文が挿入されたものを

　いう！このうち付箋によって補われたものを付箋と記す。

　　削除（もとの本文が朱墨の棒線等によって抹消されたものをいう）

　　訂正（ある本文が朱墨の棒線等によって抹消され，別の本文に変更されたもの

　をいう）このうち貼紙，塗消によるものを貼紙等と記す。

・訂正前の文字が判読不能な場合は○で示した。

・原文（訂正前本文），訂正後本文，訂正方法ほ下記の要領で記す。

　．1堕ζ（→訂正方法　訂正後本文）　国会本丁数行数・版本相当箇所丁数行数

・訂正後の記述が版本と一致する場合は，特に注記しない。

・単なる書き間違いを訂正したと見られる箇所はあげない。

・加筆訂正部分にさらに訂正が加えられた場合は，最終的な訂正本文を採用する。

・そのほか，特記すべき事項は，適宜付記する。

　　　　　　　　　　　　　　　　f’
b’版本との校異（a以外）

・漢字表記と仮名表寵『（思・おもふ，云ふ・いふ等），字体，ルビの有無，圏点の有

無等のみが相違する箇所はあげない。・

・国会本本文，版本本文は下記の要領で記す。

　国会本本文（版本→版本本文）　国会本丁数行数・版本丁数行数

・そのほか，特記すべき事項は適宜付記する。

a　加筆訂正箇所

◆古記どもの総論
　　　　　　　　　　　　タテ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　ハ

1かしこのに似たる國史と歩むために，書紀をば（→訂正　ぞ）撰しめ賜へるなる

　竺（→訂正　りけむ）一　・　　　・tt　　　　　　　　　　　　3オ3・3オ3・

2一すべて意も事も・言黒て9！晶晶幽幽焦る）ものなれ繕はその

　記せるΩ超1（→貼紙等　宣壁）ぞ主には臨ける　　　　　　　　　　　7オ1・7オ1

◆書紀の論ひ・
　　タカミ　ム　スビノ　　カム　　　　　　　　　　　カミ　　ム　スぜノ

3　高御産巣鳥神i趣（→貼紙等　竺）産巣日神の　　　　　　　　　・12ウ4・12ウ4

4天地はt・…“天地勇妥はか脇師また蒲（→削除〉，巌はた。巌

　にて　　　　　『　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　13ウ7・13ウ7

5磁一加筆・こkも）1髭記に繕。鹸薪乏灘掌とあるぞ’18オ3．、8オ2
　　ニテルコト　フタヘビ
6南向譲、者再とあ⊥（→訂正豊）　　　　　 　　18オ9・18オ9
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シワザ7騰。あるをそのま・戯れた量（→訂正るなり，抑）かく人の事態まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウレ　ウユコ

8熱れば全く古言古意翻べく（一訂正樋むとなら）ば　lgウ9”19ウ9

　　　　ノ騰㌫鶏翠多き1ご謝。は，・いまだ誤らざ嵯（一貼紙等．4S）

より取れるが　’・　　　　P　．2・ウ8，”　21・ウ837）

霊諸論纂漏れる塞（一貼紙等茎）三あり，簸寛永の毒ろ板に堪れ

る蒙にて厚の事たる灘るなどいと多く・又訓配れる字のま’騨簸暫は・

　さらにもいはず，さらぬ所も，凡ていとわうし，今一は，其後に伊勢の神官なる，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　コレ　　　　　　　オチ
蕗雛てふ人の，省キ為撒汲正して彫せたる態此はかの脱たる字を

も誤れるをも大か超して，訓もことわり聞ゆるさまに附たザされど又ま～に

は，己がさかしらをも茄へたると見えて苛々にわろく摯ることも多し（→聯氏

等て，字をも改めつと見えて再々なることもあり）・画すべて古語をしらず・

　　　　　　　　　　　　　　　　　メた“事お遽｝のみ，一わたり思ひて，暮れば，（→加筆　部民は），言も意も，いた

く舌にた痴て朝草る．と灘るとりみなり・さ璽其訓は（→削除　キ）さらに用

ふべきにあらず，かくて右バのほか｝・（一貼紙等を。零て）・古本はい㍉畝

らにて，今はい≒いと得がたきを・省さきにからくして二部得て見？る集。謝まな

ほいと劣になむ有ける，近き一ころ又，（→付箋かの延塑・はじめ｝こ異本學を

琵緩て，とれもかれも謀たる本を写したる本，又）京の村井即→加筆［敬

劃）が論る塾（→訂正宣9）本をも見る｝・，此（？鱒轟！。はた殊なる

こともなくて，（一加筆誤のみ多く・村4がは）・大かた奮き印杢（→三態

1洲の瀦といふ，］に潜割傳へ蔵る本を写せるを見るに，こは諜の本どもと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オチ，

蒙）にぞ近かり’ける，（→付箋其後又，賑売名躯なる真福寺とい詩［イ谷に

は翼なる，めづらしき事もをりをりあるを・P字の脱たる誤れ墾どは・殊にUずく

そある）かればなほ苓脚・誤鰭重ノ本鰭がたきなり嚇さ傑
（→貼紙等8）の本ども㍉これかれe失ことは互にありて・見合すれば溢と．

　なること多かりかし（版本→多し　1　　　　一）　　　　　　　　　　　　’　　23オ5霧！劉5

、、また古事講翻云々とあるは，むかし糊といふもの有しにこそ浸1讐鱗

　りしにか，其名だに福には見えず，’まして今は聞えぬ物なり，又←削除）或　偽

翫此言己あ註とて，名を作りて，弓1たること塾ど・そらこ，となればいふにた

6Le（→大字から小字に訂正）　tt．　　1’24オ4124オ9

◆文禮の事　　　　　　『’、　　　　　　　　　｛・　　アダ影ク！．　　　　　コ

、2されどそ（→付箋の論てふ物は，み窒魅（t削除）異國傭に一して・此



　・　　　　ツカピザマ・　　　イタ・ト　　　　　　　’　　リ　，、
　間の語とは，用格もなにも，甘く異なれば，（→加筆　その語を穿て，此間の事を
　　　　　マタ　　　コ　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　キ　リ

　記すに），全く此間の語のま・・．には，書取がたかPし　　　　　　25オ10・25ウ5
　　ノ　　　ゴ　　　　　　　　ヒラガ　ナ

13今・京になりて，平田名工（→訂正　とい）ふもの出来ての後に’25ウ7・26オ3
　　カレ　　　　　　　　　　オホカタ

14故（5加筆　大計は）漢文（→加筆　のさま）なりとはいへ（→訂正『なれ）ど

　も，（→加筆　X）ひたぶるの漢文には（→訂正　も）あらず　ノ　27オ10・27ウ6

15三には欝㍉こは蘇を天緬を地と善類にて，字面下露に鰭て，・

正しきなり，［但し天は隔とも蔽と翻べく，地1ま猛と漆漉と翻べき

　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　カ『故た，言の定まらざるこ≧あり，故假字書の正しきには及ばず，されど又，言め

意を翼へたるは，假字書にまされり，］（ら付箋忌中に，護に俣と警には灘
　ブミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コヘロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カケ籍になき文字なゆ，］橋に虚字を用ひ，［こは橋の義なき字なり，］娯舩を呉公と作
　　　　ヘム　　ハブるには偏を省ける例なり，］たぐひ1ま，正字ながら勇1なるもtoにして，又オ客赴
　クサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ　　　　カリモジ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ロ種なり，［其由どもは各面屡々にいふべし，］）三には借字；こは字の義を取らず，’
　　　ノヨミ　　　アダシコヘロ　カリ　　ク
　た・・“其訓を，画意に借て書をいふ　　　　　『　　　　　　、　　28ウ6・29オ2

◆假字の事

16山雨［○延佳本官‘本に，油点段に，盤といふ假字あれども，誤字と
　　　ノ　　　ソ　コ　　　　　　　　フ見ゆ，其由彼処に辮べし］（→削除）（→付箋　国喪

カシバラノノ　　　ア、　　、　　　　　　 アヤマレルモジ

白梼原宮段に，三三といふ假字あれども，誤字と見えたり，其由は彼庭に辮べ

ノ

此些に，莚佳三又一本た，

　　　　　　　ソ　コ　　ワキマフ

　」L）　　　　　．’　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　29ウ2・30オ1

・7国（→貼紙等国）魚蝋・，憂字は，捲に愛（→貼紙等愛）麺舌

　イ　　　エヲトメ　 ノイ　　　エビメ　愛（→貼紙等　愛）哀登責，また神名愛（→貼紙等　愛）比費などのみなり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29ウ6・30オ6
18磨出難（→貼紙等墜）雌（→訂正墾）に，於字ほ（：b削除）下巻

誰準歌に，醜蛾と，溶ヱあるのみなり，碧くは伽誤か（→訂正逐字

　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　あれども，一本に泓とあれば，後の誤なり）　　　　　　　　　，　29ウ8・30オ8

　　※　「泓字諸本に，於ζ作るは誤なり，寺中には，於は，假字に用ひたる例なし，

　　　今は眞福寺本に依れり」（『古事記伝』巻35）38）

19［コ加忌詞甲可　［濁音］賀何我　（略）義字は，中巻輕嬉官俊大御歌に，道心

　ラケミ　　　　　　　　　　　　ノノノ　　　　　　　 カヅラ　良氣美とあるのみなり，，　　　　　　　　　　　　［下巻朝倉宮段歌に，延暗面に，・可豆良とあるは，ひがこ『

　　　　　　　　　　ノ　となり，］（→付箋　賀字は，清濁に通はし用ふといふ人もあれど，層然らず，必濁音

なり，［記中の歌に，七島の見えたる，おほよそ百三十あまりなる中に，必清音な
　　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　　　ソノホカ
るべきところは，た“五のみにしそ，層其鯨百二十あまりは，ことごとく濁音の塵な
　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ノ　　　　　　ワ　ガ　　　　ツ　　　　　　キ　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ　ればなり，］）何字は，「ヒ早歌に，面明と三，また岐美何ともあるのみなり＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30オ1・30ウ1

2・囲伎紀鍛吉［細評癌腫［灘］船舷（一訂正＊）蝋・，面
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と疲字と瀬。凝はしきことあり，上巻あ霧つかたしばしみ・ほどは，瀦に1最

字を用ひ，重字は濁音にのみ用ひて，・清濁分れたるに，後は清濁映に岐をのみ用μ

て，廊用ひたるはた・，（一加筆上巻肝茅謡歌設畿また識［鳴
也］）蜷蠕麓段に，鹸簸後，輕町並段に出線，下巻高論段に，藤

蕪艦嬬段に由轍．これらのみなり㍉抑言己中蒔アエノ二字を調

に兼用ひたる嚇ざをもて恵に，・本は瀞の麟，繹でみな伎回り1沁を・字

形の似たるから，後に誤て，みな魔萢れつるにやあらむ，’［又濁音に（→三糸三

訂蜘硅命の岐字を，伎と重る麟あ郵版本一⊥）油またまぎれつ列・］．

　（→加筆　されど今は定めがたければ，姑く岐をば璋濁通用とあげつ，）六字は，神

2、纏警み葦瀦慮塾鰻丘難］あるの還驚．

っマきに酷のぺあるにほ，鍛と書P］　　　／3・ウ…31ウ4

22国’（→貼紙等［ヨ）氣祁［灘］乗下牙　　　　31オ3．31ウ7
23其上は，上吾歌に只ヱあるのみなり，　［その嘉言の，前後に多くあるは・みな半

弓字を書たれば廊たその字の誤に萱（→貼紙等　こそ）あ獲（一一鱒

　’め）］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　31ウ4・32オ8

，，1図須洲胴階授（略）’山畑（→訂正薗）舗などの沙llは遡

　を用ひたるなkば，假字の例iqあらず，］．（略）’きて右の字どもめ外に，中巻水垣

轍歌に藤ゼあ詑も誤ならむ磯1まし（→訂正そは蓑字塑なり，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32ウ2・33オ6
　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
25［］曽蘇宗　［濁音］．叙　此中に，（→付箋　曽字は，なべては清音にのみ乱発た

るに，テ _うの瀦には，・「あまねく此字を用ひたり，［書紀万葉なども同じ・］故も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ノしく癬励も．『舌購て云るかとも翫ども沖巻三宮弓馬は・誌まで叙
　　　　　　　　　　　　　　　　　o　’字をも用ひ，又￥ゾとい撃魔るゾにも・多くeま叙を用ひたればmeにあら
　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　’ツ　ツ
ず墨るにそのいひとちむると革のゾにも・r自註．を9る戯娯滞れば止ヒ

字，清濁に逸はし用ひたるかとも思へど，記事にさる例もなく∵又辞Qゾをおき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　．アニヲハ　　O一

のみ濁音に用ひたること，猶よく考ぶべし，）宗字は，姓阿宗関南のみなり

て，’福に濁音に用ひたる庭なければ，今は清音と定めつ，そもそも此字，辞のゾに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ア　ソ　ソ　ガ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’32ウ9・33ウ3

26　N・・ss閉平［瀾鼎the中に淳字は，地名鞘のみなり・さて椿字は・

蜘・細る戯あり，其は誤とすべし・崖熱血鮎の碁と基との如し・（一付箋

露は，弁とも撫塗るは，同じこと・心得で写誤れるなり江…は繹を尺・慧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スクナ　カキヤス　　　　　リ　　　ク
　を恵と着類にて，書の多き字をば，音の通ふ字の，書少く書易きを借て書例あり

　　　　　　　　　カキて，辮をも・つねに弁と書ならへる故に，たf同じこと・心得たるものなり’，一別に三
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　字をも用ひたるたはあらず，，これは六字なれば，も’とより別に奔字とせむも，事も

　なけれど，なほ然にはあらじ］）　　　一、　　　　　　　　　　　34ウ5・35ウ9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ノ　　※　34ウには，もう一つ付箋があり，「十字コト宇品云ムカシバ書ナト多キ字ヲ

　　　・・襟トモ屠勘学ノヤスキヲカリテ用タリ内典外典トモニ勲字慧二麓

　　　　　　　　　　　　ノヘ　　ニ，　ヲカリテカクカ如シ馬素カレル也⊥と記される。だだし，この付箋の書き入れ』

　　　位置の指示は無く，，ま為版本にもこの付箋の内容ぽ見当たらない。　一

27上件の外に，記泪塗（→訂毒忌）劔稀六天未末且徴彼衣召此忌計活河被友申祀

　　　　　　　　　　　　　　　ボム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マキ　表存在又，これらを假字に書る杢（→訂正　杢）あり，みな写し誤れるものなり

　　，ソ・ツネ，チtt。，。，エ　　・ワキタ、・　　36ウ3・・37ウ1・
28其はみな恒に・にい瀟の音に，おのつから差別ありけ○から，物・箸にも（→、

貼欝曇りけるから，一物に善にも≧おのつから）そのイ葭勃鋤ま者けるな

り　一ソノヵ、．ヤ層ノ。力　幽　ヨ　」．’36ウ9・38オ6
29　［然れども，當時既く人の語音別らず，又古書にも依らずて，心もて定められつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　コト　る故に，（→加筆　その假字つかひは，）’古のさだまりとは，．いたく異なり］

　　　　　ノ　　　　　ノ　　！　　　　37オ6●38ウ3
30かくて其正しき書どもの中に，謡言ξと書紀と萬葉集とは，殊に正しきを，其中に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ッバラカ　　　バ　も，町回は又殊た正しきなり，いでそのさまを委曲に云むには，まつ苗代より政ナ莱

　　　　　　　　　　　　ワカ　の書どもの畳字は，清濁分れず，（→加筆’［濁音の所に，修論假字を用ひたるのみ

なら瓠壁に鰭字をもまじへ用ひたり，］）賠と訓どを羅へ用ひたるを，止忌記

三糸門葉は旧弊てり，（一付箋［旧記笈書紀牒の假字，醐謬てるにつき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワキマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コノて，なほ人の疑ふことあり，今つばらかに辮へむ，そはまつ後世には濁る言を，舌
　スミ
は清ていへるも多しと見えてづ山の枕詞のあしひき，虚心父などのこ，立つ罵蒙つ
トリ　　　　　　　o

濁音なるはなし，．なほ絶類多し，又後世には熟む箪に，濁音の良心をのみ用ひたる

鳥などのトのたぐひ，古書どもには，いつれもいつれも清音の假字をのみ用ひて，

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ス

も多し，これらは，假字つがひのみだりなるにはあらず，古と後世と，言の清濁の
カバ

攣れるなれば，今の心を以て，ゆくりなく疑ふべきにあらず，又そあほかに，’
ｾのハジメ　　　　キハ『

首など，決めて清音なるべき盧にも，濁音の假字を用ひたることも，いとまれまれ

二十ば塗り「ならでは見えざる，其中に十ばかりは，阿字なるを，その犬は，一本に
　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　ツ　ツ

は波と作れば，のこり二三の婆も，もとは波なりしことしられたり，然れば，藩中

．にまさしく醐礎へり・と見ゆる1ま，f、…s＋ばか激闘ずして，撫萎箭あ

　　　　　　　．タぐ

にはあるは，おのつからとりはっして，誤れる．もあるか，又後に写し誤れ乙もある

　　　　　　　　　　　　　ンタガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スベべし，され革二二には，殊に此違ひはいといとまれにして，惣ての中に，わっかに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

る清濁は，みな正しく分れたるものを，いといとまれなる方になつみて，なべてを

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　クラ疑ふべきことかは，さて書紀は，此記に比ぶれば，清濁の違へることいと多し，こ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワカ　　　　　マジヘモチはいといふかしきことなり，然紅ども又，全くこれを分たず，清用ひたるものに
　　　　　スベ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤジヘモチ

はあらずゲ凡ては正しく分れたれば，かの後の全く混用ひたる書どもめなみには
　　　　　　　　　　　　ノ　　　　クラあらず，さて又万葉は，二二に比ぶれば，違へるところもや・多けれども，書紀に
　　　　　　　　　　スクナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワケクラ

㌦比ぶれば，違ひはいと少くして，すべて清濁正しく用ひ分たるさまなり，これらの
ワキタメ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツゴト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル

差別は，その用ひたる假字どもを，一二にあまねく考へ合せて，知べきことなり，
　　オホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

た“大よそに見ては，’くはしき事は，知がたかるべきものぞ，］）其中に萬葉g）假
　　　　　　　　　　　　　　　　　　カキザマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
字は，音訓まじはれるを，［但し萬葉の書法は，まさしき假宰の例には云がたき事㌻
あり，なほ譲あやしき響ざま蓼けkGgeなり轟1己と書紀とは，音痛を最て∫

　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　　　　マサ
　訓を用ひたるは一もなし，これぞ正しき假字なりける　　　　　　　37ウ1・38ウ8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マイマイ　　　む　　　　　　　　　シ　　　い　　　　アイ
31 G博愛逝（→貼雛三）》ド潭米をメに駅同格なり138オ5f40オ7
32　開階を生．（→貼紙等　立）に細をせに　　　　　　　　　　　　38オ6，D40オ7
　　む　　モモ　　　　　　　　　 イモ　　　　　モヘクモ　　コ　　む　　モ33モには毛母を普く用ひたる中に，妹斥→加筆二三など？）のモには毛をのみ書

　　　モノ　ヒヒ　　コヒヒ　ヒ　て，母をか・ず，上には，比肥を普く用ひたる中に，火には肥をのみ書て，比を
　　　　　　　　　オビ　　　む　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　ビ　ビ

『か・ず，（→加筆　生のヒには，斐をのみ書て，比肥をか・ず，）ビには，備昂を軍

ひたる中に，彦璋の琶の鴻には，蓮をのみ書て，備を善ず，至（→貼紙二一丑）に

’は，熱を用ひたる中に溺の生（　　　　む→訂正　ケ）には，難のみ書で二二ず，，

漸亙（→訂正1）ilの至（→訂正丑）・1・は蔀をのみ書て漁をがず沸

には議を普く用ひたるに，騰罐1・は書字をのみ書て，嚢書ず，（→力・筆・
む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　ラ　　　　む　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ソには，曽蘇を用ひたる中に，虚空のソには，蘇をのみ書て，曽をか・ず，ヨに
　　　　　　　　　　　　　ヨリ　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
は，余牛追を用ひたる中に，自の意のヨには，用をのみ書て，余與をか・ず，うヌ
　　　　ヌ　ヌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌツスシヌブシヌタヌシ　　　　　　　　　　む　　　　　　む　　　　　　ヌ

　には，奴怒を普く用ひたる中に，『野昌昌篠樂など，後世はノといふヌには，怒を、
　　　　　　ヌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　　　アマタトコロ　　　　　　　　コヘロミ　　　コレカレアゲ

　のみ書て，奴をか・ず，右は話中に二言の数庭に出たるを験て，此彼挙たるのみ
　　　　　　　　　　　　　　　オホ　　　　　　コレ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ホカ　　　　ノ　なり，此類の定まり，なほ餓にも多かり，此は旧記のみならず，書紀萬葉などの假
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アマネ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遍くも　字にも，跳定まりほのぼの見之たれど，其はいまだえよ．くも（→貼紙等
　　コヘロミ
え）験ず，なほこまかに考ふべきことなり　、　　　　　　　　　39オ9・41ウ2

34［動s9（→訂年s）国（→貼欝国）三枝ttt4・ウ7’43オ2・
35　フ⊥（→貼紙等　Zと）振　　　　　　　　　　　　・　　　　41ウ9・44オ4

36　ワ亙（→貼紙等　立）別　　　　　　　　　　　　　　　’　41ウ10・44オ5

◇古言の聲の上ワ下りの事　，　　　　　　　　　　，、
　　　　　　　　アガ　　サガ　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　チヒサ　カキソヘ　　　フルコト
　　　　　　　　　　　　　　　神御名などの内に，上字を小く書添たる三々ある370古言の聲の上り下りの事39）
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　カラゴヘロ
　は　（略）後世出た“よしなき漢意の理をのみさだして，語をばおほろかにして，

　心をつけむものと一も思ひたらぬは，いかにそや　　　・．　　　　42オ4～44オ10

　　※　42オ上部出自に「此一條ハ五十三丁ウラ附紙ノ末二書ベシ四十四丁オいかに

　　　そやマデ也」と朱書あり。原文では「品詞の事」1の項（29オ10～42オ3）．に一二
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　　　き続いて・「○古言の聲の上り下りの事」の項（42オ4～44オ10）が立てられて

　　　いたが，同項の記述は「○訓法の事」の末尾（本文紹介46参照）に移される。
38畑野（一訂正蓮鋳てふ神名，つ・きて多く出たる所に，　Xth’［上］削→

訂正蓮）克戴［上謹（一訂正淫碗など1ま，聲を附け，糠笛薫一訂

正蓮碗，鰯垂（→訂正蓮）克など1ま齢　　・　43ウ9T，6ilg

◆訓法の事
　　ノ　　　　　　　　　　　キ

39萬事を漢文に高畠ふ至（→削除）とては　　　　　　　　『　，45オ4・45オ2

4・B以後貫は只麹（一貼紙等難）に。み鹸な論議にのみ耳勧姦詐たる

癖の著ては　　、　　　　　　i　　47オ8・47オ6
　　　　ヘコトバもナニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　カク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コヘロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コトワリ41た“古を議せる語の外には，何の隠れたる意（→加筆皇）も理（→加筆

　一を一）もあることに（→訂正　こめたるものに）あらず　　’　　、48オ2・47ウ10
　　　　　　ツぐ　　　　　　　　ナニ　　　ヨ　　　　　　　　　オホカタ　　　コ　へ

42　これらぞ旧きざまも何も，（→加筆　大方）此方の語のま・なれば48ウ8・48ウ6

43次に三野詞は，緑の縦り蜘弍飾漢文のふりも（→訂正．なる嘘○
　　　　　　　ヲリヲリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　（→訂」耳　も，往々は）まじれり　　　，　　　　　　　　　　49ウ2・49オ10
　　　　　ナ　ラ　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

44大かた那良よりあなたのをば，古語ξ定むべし，今宮になりてこなたは，すべて

　　　　　　　　ヘカバ　　 コ　　 アル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コエノタヨリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クヅ　のいひざまも，右と攣りたることおほく，残は音便によりて，頽れたる言も多し，

　［音便あ言は，凡て古書の訓には用ふまじきことなり，（→加筆　書室ロ稀をおほんが
　　オミ　　　　コ　　　　ム

　塗臣をおんと讃たぐひご起なり，）書紀の訓には，（→加筆　かぐさまの）音便の言．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナカムカシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヤビゴト　おほし，○古今集を始めて，物語文などのたぐひは，中古の雅言なり，伊勢源氏
　　　　　　　　　　ホカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カヘリ塑（版本→二亘）餓も物語は，・本より假字もて書たる物なる散に，返て古書より’
　　コトバ　　　　　　カラケ

　は，二つきに漢氣のまじらずて，まされることあり，さるは漢文より出たる語も多
　　　　　ベ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノロ

・く字音の言もおほかれども・それながらに皇一語のふりにかければ，漢ならざるな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　ノ　り，なほ中古の文の事直別に委き論あり，］（→付箋’但し古と後世と，噛もろもろ
　　　　　　　　　　　　　コト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナカムカシリ　　ノ　　　　　モハラ　シ

　の言ことごとく異なるものにもあらず，中には神代も中古も今世も，全同くて，
　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サルかはらぬ言も亦多かれば，其は回しも後世のいひざまに同じとて，避べきたあら

ず，［然るに麗の量同じきをば輪そ，ことさらに蔽畿かさむとするとき
　　　　　　シヒゴトコ　　　　　　　　　タぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イニシヘマナビは，中々に強記になりて，’正しからざることおほし，近きころ古学するともが

ら，凡てなだらかに耳なれたる言をば，みな後世のさまと心得て，、必めづらしく萄

なれぬさまなるをのみ古言とするほ，ひがことなり，］）さて又古書の中に，いカ1に
　　　　　マコト　　　　　　　　　ミ
　考へても，真の古言に訓がたきことあり　　　　　　　　　　　　50ウ2・50ウ1
　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　マキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ

45［ゆくりなく杢（→貼紙等杢）の乱れ誤れる物と］　　　　　52オ6・52ウ1

46D然るに今藤己の無縁るに・返りて贈紀の訓細きことも多し，箕は止色・

　記に漢文にのみ書て，假字書などにしたる塵なくて，減たる古語の，，たまたま彼紀

の訓にのこれることもあればなD一，宣劃→貼紙等止藍記）を詠きこ・ろ1まへ，，

　　　　　　　　　　　　　　　　一47一
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オホカタ　ノ　　　　　　　　　　　　　　ノ　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　・　　　　　　　　テ　ニ　ヲ　ハ

大概上件の如し，なほ山山々にもいふべし，（→付箋　○凡て言は，旦ホ三二を以
　ツぐク　　　　　　　　　テニヲハ　　　　　　コトツぐキ
て連接るものにして，その旦ホ衰波によりて，言連接のさまざまの意も，こまかに
　　　　　　　　　　コレ　　　フ　　　　　　　　　　　アヒカナ　　　オゴソカ　　　サダ　　　　　　　　　　　　　マ
分る馳・わざなり，かくて是を用るさま，上下相協ひて嚴なる格まりしあれば，今古
　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タぐ

．記を古語に訓むにも，これをよく考へて，．正し一くすべきなり，［然るに漢文には助

　　　　　　テニヲハ　　　　　　　　　　　　　　　 タス　　　　　　　　テニ字こそあれ，旦ホ衰波にあたる物はなし，助字はた“語を助くるのみにして，・亘ホ
ヲ　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カレ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

一波の如くポこまかに意を分つまでには及ばぬものなり，故助字はなくても，文意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソム　テニヲハ　ヨムヒトは聞ゆるなり，さて古記はみな漢文なれば，其を訓に，旦ホ衰波は，二者の心もて
　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　　　　　　ノサダ　　　　　アキ　　　　　　シ
定むるわざなるを，．近世には，をさをさ其格まりを明らかに識れる人なくして，誤
ること幣多し，抑漢文の意をだにも程てよめば，其『訂諸ミも，意はいとしも蓬はざ

　　　　テ　ニ　ヲ　ハ　　　　　　　　　　　タガ　　　　　　　　ミヤビゴト　　　　　　　　　　　　　　　　　　サダマリ

れども，亘ホ高波のと・のひの違へら「むは，雅語にはあらずかし，］その格どもを
　　　　　クサグサ　　　　　　　　　　　イトイトナガ　　　　　　　　　　　　　　コヘ　　　　　　コ　ガタ　　　　カレコ

いはむには，種種のこと有て，＝三々長ければ，たやすく此にはつくし難し，二二は
『コト　　ツバラカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・”」

別に委曲にしるせる物あるなり40）○假字の清濁の事，上に云る如く，此記また書紀
　　　　ワケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オゴソカ　　　　　ト　　　　　　　　　　　ム

万葉は，分て用ひたる中に，此記は殊に正しければ，嚴にその清濁を守りて讃べ
　　ツ　　　　ヨ　　　　　　　　タヤス　カヘヨム　　　　　　　　　　　　　へ

し，一といへども，私に転く擁護べきにあらず，古と後世とは，清濁のかはれる言
　　　　　　ノ　ヒ
も多ければ，今世の言の例にはか・はりがたければなり，．［宮人里人の如き，僖人
　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　イヅ　　　　　　　　　　　　　　　ビ　　 の　　　　　　　ロ　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　ビ

の比には，古書の意字何れもみな，清音の比をのみ書き，里人の比には，濁音の毘
　　　　　　　　　　　　　ツラネコト　　　　　　　　　ハジメ
をのみ詰り」然るを此類，凡て連言の下の言の頭は，皆濁る例と心得るがごとき

は，ひがことなり，其言によりて，清濁定まらざること，右のごとし，大方近きこ
　　　トモガラ　　コ
ろ古学の徒，殊に濁音を好みて，濁るまじき言をも，多く濁るを古言のごと思ふめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へるは，ひがこ「 ﾆなり，た・・“古書の高庇つかひをよく考合せて，よむべきわざぞか

　し］41）○古言の声の上り下りの事，神の御名などの　　　　いかにそや）42）’○いは
　　　ジヨジ　　　ピコノフミノウチニ　　　　　　　　クサグサ

　ゆる助字の類記　中尊ひざま種々あり　　　・　　　　　．　　53ウ5・53ウ9

　　　　　　オホカタノハタラキコトバツキ　ノヰ47圃（略）大凡用言（ブ訂正』用言）に属だるは・（略）二言（→訂正鎧・
　コトバ　　　ツキ　　　　　　　ス　ム　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　タガヒ

　言）に属たるは必讃べし　（略）　また高曇と互に写し誤れる塵多し，二二とも詔之
　　　　　　　　　　　　　　　カ　　　　　　　ビ　　　　　　　　　イヅ　コ
　ともあ（→貼紙等　之を詔云とも作け）る類なり，こは何れにても，古語の方にあ

　　　　　　　　マ　つからざれば1訓ぬ例なり　　　　　　’　　　　　　　　　　　　54オ7・57ウ9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ48團よのつ柳如く凝ひたる慮・も用ひ，また腫（→訂正遍）字など凋
　　　　　　　　　　　　　　　　サル
　じさまの助字にも置たり，書紀にも然例あり・”　　・t55ウ7・59オ9
49［圖（→訂正圃）」た・・“漢文の方の助字なり　　　　　’　、　　55ウ9・59ウ1
　ウルハシキ　　　　　　　　　　　　　　ウルハシキトモナ　レ　バ　　　　　　リ　　　コ　ソトブラヒキ　ツ　レ

50　愛点出弔来聴，こは愛素謡爺婆（→削除）許曽高来都礼と訓べし（辱加筆
　ナ　レ　コ　ソ　　　ヒナ　レバコ　ソ
　［那礼許曽は，那礼婆許曽といふ意な』り］）三二邪心＿之表茸　　　　　60オ1・63ウ3
　　ノ　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　ノ　　カケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

51此記なる且字は，た・“又字書ると同じとどぞ，・と意得るばかりぞ，（→加筆　但

　　　ヅ　　　　　　　　　ツ　ツ　　マ　し烏豆と訓べき庭一二あρ，［其由ぼ其盧に尊べし］國　　　　　「61ウ6・65す8
　　　　　　　　　　　　　イ　フ　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
52・團　（略）・［凡て古言に，三布といふ辞を添ていべる例多し，後世の言にもある
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　ことなρ，・いかなることそ（？貼紙等有ざることなし）といふべきを，なにとい

　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　ふことそ（→貼紙等　有ずといふこと無）と’いふ類ひ是なり］　　一62ウ6・66オ9

53 嘯ﾂねめ如く張転働嘩また漉舶紬，と』（一編同塵
　て可き庭もあり　　　　、　．　　　　　　　　　　　　　　’64オ3・67ウ6

54　詔孟（→貼紙等　之）妄言（→貼紙等　之）発言（→貼紙等　当節）（→加筆

匿茶話圏匿1匿羽扇匪］圃翻凡てかるたぐひ，字の

　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　カケ［これらの心室を，三十本にはみな云と作り，それもさ為ことなれども1『諸本とも

　　　　　　　　　　　　ヒコソレにみな之とある故に・今は其によれり・］）亟（→貼紙等回訓）匡魎亘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　詔　日　白とよみて翌（→訂正　その）云々の語の終に
　　　　　　ノ　　　／　　　　　　　　　ア
55
　　　　　クタリ　　ア　　　　　　　　　　　　　　　クタリ

ビノマ・二行ヲ明ケズシテ上ノ次ノ行へ書ツ“クヘシ）

◆直毘籔

56畿蜜（ら貼紙等　置）鎌745・
　　スメラオホミクニ　　　　カケ　　　　　　カシコ　　カムロギ　　　　　　　　　ミオヤ

　　ノ　　　　　　　オホミメグミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
58此大御神の大御徳か“室（→貼紙等　ふ）らぬ國なし
　　カム　　　　　ヤスグニ　　　　　　　　　　　クニ　　　　　タヒラ　　

59　神ながら安國（→貼紙等　國）と，平げく
　　　　アキツミカミ　　オホヤシマグニ　　　　　　　　　　　クニ

60かれ現御神と大八洲國（→貼紙等1國）しろしめす
61難波の餐漏宮，湊澁（→貼紙等　アフミ　　　ノ

62　いかなる天のひがこ・ろぞ，いといといぶ（→貼紙等一

63國を奪ひて天エ（→貼紙等　金）ぞといふをば
　　ノ64．後世㊧王赤子操がどもから（→訂正　たぐひ）も

65善くもませ（一貼紙等含むも億く鎖せ（＿貼紙等マサ
　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カぐブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カぐフ66天津目神g）おほみうつぐしみを蒙－（→貼紙等　蒙）らむ者は

67あめつちのむた，（→加筆寵に嚢1、）鉱世なぎぞ

　　※版本は「ときはにかきはに」
　　ノ
68世中にあらゆる事も但1（t貼紙等　物）も

　　　ヨノツネ
ま・に尋常の如く病むは，古諦のさまにあらず，詔孟（→貼紙等　之）告重（→貼

訟訴）などは，翻齢に瀦簸額灸云々，ノ二三云々，などあるに桜

て訓べく．，白室＾て→貼紙尊．之）白言などは，上巻1♂邑三農胤云々，とあるに依

て訓べく，（略）．又額稀飯と絶て，撫しからむ彪どは，翫《一翼系氏

ヒ等之）など鴫蓮嫌繰言姻ま騰謝と訓まむも壷，幽
さて又右の字ども何れも何れも，．其下なる語の短きなどは，下より’ Rりて，詔云

（一貼紙等之）は芸難平薦三日ま袈蝋なごとも訓べし三三康
遊心ゴきなり姻・凡て評云々百云ξぽ云々など轍を諭には晃栃に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66オ9・70オ244）

（付箋　此所此本二紙ヲ明ケタルハワロシ直立霊ヲモ演劇本ニハ上ノ文ノツ・“キ

68ウ（半丁白紙）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69オ1・72オ7
57・皇大御國は，．掛まくも可畏き神祖（→訂E　御祖）癸薫歯形納め69オ2．72オ8’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69オ5・，72ウ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70ウ5・74オ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71オ3・74オ9

　　　　　　　　　　　　　　　　毯ま垂）の大津宮のほどに至りて　76ウ6・，80オ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ、）かし　79オ6・82ウ2’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79ウ6・83オ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80オ4・83オ10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坐むも）81ウ9・85オ5
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83オ6・86ウ2，

83オ9・86ウ5

84・ウ4・88オ2



　　　　　アゲツロピ　　　　　　　　　　　　アゲツラヒ

69さまざま議論（→貼紙等議論）あり 91ウ9・95オ8

◆古事記上巻［井面］．　　　　’　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　ス　　　　　　　　アゲ
70さて（→加筆かく）いへうこ㍉回しも上に挙たる事鍍，’7物7オ2
71勅語は，天皇の大御三つから詔ひ回るなり，．（→付箋’［有司をして傳へ宣しめ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コへ　又は書にかけるなどをも，た・・“勅とはいへども，、そは勅語とはいはず，］）かくて此　　、

　　　　　　　　　ルは蝉殊な臆鮪べきか　　　．　・　　・2ウ7．・・2ヴ7
72．［ゆあ今（→加筆　世）にある奮事始のこと．・な：思ひ茸がへそ］　13オ5・13オ6
　　カシコ　　　オホミミヅカラエラ　　　　　　　サダ　　　　　　　ヨミ　　　　　トナ

73可畏くも大御親撰びたまひ定や賜ひ・諦牟まひ唱へ（→加筆賜へ）る古語に

　しあれば　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　．16オ9・16オ10
74・菌。謎とは∴字の訓を取回ひて諦を記せるをいふ，（→付箋い1まゆる酵

　　　　　　　　　テ　　ニ
　なり，）詞は，その因。三三たる文なり，．心は古語の意なり　　　　18オ1・18オ2
　　　ヒ　コ　ヒ　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ク

75’ m十日子日女に彦媛（→貼紙等姫）字を書も］　　　’、　　　21ウ4・・21ウ6

◆大御代之縫縫御世御世之御子御子　’　．

76大御代之縫御世騨之御子御子（→三三、大御代三三三三之御
　子）等46）　　　　　　　　　　　　　　　　圏　　　　　　　　　25オ1・25オ1

77御母書紀日活目天皇七（→加箏　世）孫　　tt　．　　　　　　　L54ウ9・54ウ9

b　版本との校異

◆古記どもの総論
　イニシヘブミ　　スベテノサダメ　　　　イニ弧ブミドモノスベテノサダ

78　古記どもの総論47）（版本→古記三等総論）　・　　　　　　　　1オ3・、1オ3

◆書紀の論ひ　　　　　　　　　’
　　ッ　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カザリ　　　ハ　　　ら

79上代のtt（→加筆条々なる）は・多くeま皆（版本→なP艶に加へ畝たる物

　と見えたり　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　15オ10・15オ10
　　　ワザハヒサキハヒ　　　　　　　サイハヒ　　　ナニ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　シワザ

80人の禍福　（版本→福）も何も世中の事はみなその所由く→訂正金版本→

　為）とするは　　　ゴ

◇旧事紀といふ書の論　　’
　　　　　　シヤウトクノミコノミコト　エラ　　マシ

81　さらにかの聖徳太子命の撰び坐（版本→給）し

◆文禮の事　　　　　　　　　　，．
　　ナカムカシ　　　　　　　ナカムカシ　　　　　う

82　中古　（版本→中昔）の物語文などの如く．

◆假字の事
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16ウ2・16ウ1

　　20ウ4・20ウ4

・　．　24ウ1・24ウ6

／



　　ノ’　　　　　　　　　　ノ　ノ　・’　　　ボムダノ　　　　　　　　　1　　ノ　　　　　ホカ

83　太字は，下巻列木宮段に，品太天皇とあり，［此御名，餓ほ皆品陀とかけり，］又

　　ノノノ　　　　　　　　　　タぐリ　タヘリ　　　　　　 レ　　　　　ノ　朝倉宮段歌に；（版本→一領本に）太陀理［三三なり］とあり，是によらば，此字

　　　　　ヒ
清音かの疑もあれど，書紀にも万葉にも濁音に用ひ，右の三太も必濁る庭なり（版
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　ダ　リ本→とあるは，さかしらに改めたるものにしセひがことなり，諸本みな本計理とあ

87

　みなり50）

　　　　　　　　　　　　ギ　　　　　　サヌキド88［亟］讃　讃岐（版本→些）

◆古言の聲の上り下りの事
　　ス　ヒ　ヂ　コ　　　　　　　ヂ　　　ニノ

89　須比智（版本→地）迩［去］神51）

◆三法の事
　　カヘレバ　カク　　ロ　ク　アレバ
90亭々三婆は如是（版本→此）有者にて
　　コ　　　　　　　　　　　　ム　　　　　タガヒメ　　　　　ケヂメ
91此方の言にうつして訓にはかく差別（版本→差別）あり
　ノリタマハク　トヨアシハラノ　ミヅホグニ　　　　　　ドミヅホノクニ　　ハ

92　詔云，豊葦原二水穗國（版本→水心國）者

◆直兜露

93佛の道には因縁（版本→果）とし
　　ヨノナカ　　　　　　　ヨノナカ　　　　イキ

94世間（版本→世中）に生としいける物

　　　　　　　　　　　　　コタ　ヘ　リ　　　　　　　ヒ　　　　 ノ　　　トコロ
　るそよろしき，），［なほこの太三三の事は疑あり彼寄の下に旧く論ふべし（版本→
　　　トコロ　　　　　　　　　　’　　　r、　　　　　　アダノワケ
　二二の下に委しく論ふ），］中巻にて版本→また中巻にも）三太三三とレ｝ふ姓あり，
　ソ　　　ホノ　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　ヒ

　其は本字の誤ならむかの疑あるなり　　．　　　　　　　　　　33オ2・34オ6

　　※　「本字…今は眞福寺本に依れり」（『古事記伝』巻42）48）
　　ノ　　　　　　　　　　オ　ドヤマヅ　　　　　　　　　ツ　　　ミ

84替字は，r神名瀞縢山津（版本→津）見のみなり　　　　　　　　33ウ5・34ウ9
　　ノ　　　ドノ　　　　　　ミツバソメミヅマキ　　　　 ギ

85　此中に，彌字は，神名三都三三三三三三岐（版本→岐）　　　　　35オ6・36ウ3
　　　　　　　　　ロ　　　　ノ　　　ノら　　　ノ　ムザシ　　　　　ノ　　　 ノ

86庶民二品・（版本→画　此中に，売出は，・旧名元三志のみなり，摸（版本→重）
　　　　ノ　　サガム　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ

．字は，國名相模（版本→武）のみなり，［延佳本には武字を回り，（版本→相模と作

　　　　　　　　　　　ノ　ける本もあり，）歌には牟字を書り］　　　　　　　　　　　35オ10・36ウ7’

　　※　「相武國，武字諸本に模と作り…今は三三寺本，延佳本に依れり」（r古事記

　　　伝』巻27）49）tt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タギマ　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　メ　ヒ　　黒米三二　此中に，嘩字は，中巻輕嶋三段末，人名三三（版本→歴）三洋斐の

35ウ2・36ウ9

40オ10・42ウ5

43ヴ4・・56ウ5

56オ5・59ウ7

61オ8・64ウ10

67ウ1・71オ5

　　　i

78オ7・81ウ3

88オ9・91ウ8

◆古事記上巻［鉄弓］
　ニ　ウツシグニ　　　　　　　　クニ　　　カヘリ　　　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ハ　ギバラ

95三光（版本→國）に回坐るを顯に出と盗るなり，日月云々は，阿波糸原（版本
　　ハラ　　　　ミヘソギ

　→原）に御襖し賜へる時の事なり　　　　　　　　　　　　　　　4オ6　’・　4オ6

96山山は天の吉瑞（版本→端）なり　　　　　　　　　　　　　　　9ウ7・9ウ7
　　ム　　ミ　ハ　　　　　　フルキフミ　　ホム　　　　　　　マキ

97．令二諦習一とは，旧記の杢（版本→杢）をはなれて　　　　　　　12ウ8・12ウ9
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㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　シ98　［府無二虚（版本→空）月＿］　　　　　　　　　　　、’　　　　14ウ10・15オ1
　　シバラ　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　ノ

99　［姑くかの．（版本→彼を）元年として］　　　・　　　　　　　　15ウ4・15ウ5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　アラバ　 ハジ

100［かくてお旦（→貼紙等鞠訊奉→昼）けな！宣長此傳を著し初むる今の三三

　代の明和元年しも］　　　　’　　　　　　　　　　　　　　16ウ9・16ウ10
　　コヘ　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

101［此も連者をノブレバ（版本→ツラヌレバ）と訓て］　，　　　　18ウ9・19オ1
　　　　　　　　　　オホサミキ　　　　　　　　　　　　　　　カケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
102［つらつら思ふに，大義を奮印本に大回鶴と作るも，’書紀に目なれたる後人のひ

　　　　　　　　ノ　ノ　がことなれば，此廊廟も宿直にて，書紀なるを見なれて，ふと写し誤れるか，型主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　ノ　　　　　カケ
　さかしらに改めつるにもあらむか（版本→眞福寺本には，命字を作り，これや正じ

　’からむ）］　　．．　　　　　　　　　　　　　・　　”　21ウ7・21ウ9

◆大御代之縫縫御世御世之御子御子

103［三訂謂速日別日向布薩（版本→建日別日）豊久士比泥別熊曽熟語建日別］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26ウ3・26ウ3

　　※　「肥國と云より十三字，今は三三寺本又一本に依れり」（『古事記伝』巻5）52）　．

104天之久比三三知（版本→智）神　’t’　　　　　　　　　　　28オ4・28オ453）、

105御母春日之千千速眞若比費（版本→三三命）　　　　　　　　　38ウ3・38ウ3

106若日子建吉備日子命［吉備上（版本→工）道臣笠三等三三］・　38ウ10・38ウ10

　1※　「下道臣，下字諸本に上と作るは誤なり，今は三三寺本1ピ依れり」（『古事記

　　　伝』巻21）54）

107比婆須比責命［伊久米天皇之大后］

　　臨画野比責命

　　丈比費命

　　朝廷曲論　　［三川之士別之祖］

　　　　右四三三題三河上之摩須郎女　　　　　　　。．，
　　　　［美知能宇斯王乃御女たちのこと，引々に出たる，おのおの其御名も数も異
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノコト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アゲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ノ　　　　　　　　　　アハ　　　　ありて，前後合ず，右は伊邪河宮段に始て出たるままを暴たり，其異なる御
　　　　　　　　　　　　　アグ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ノ

名どもをば別に左に基，な三三きことは玉垣三段に論ふべし］（版奉→Ω丑

波方知能言動序詞証本邪計八段所挙三面如上也命玉志士段挙四女三二女或三

女而其三面会心異同不合酒書紀即五心而海中亦有異者故玉垣宮段所論雪山異

隠名練緯皆回遊雲霞・★）

沼羽田之入毘内命［伊久米天皇之妃］

河邪美能伊理毘三三［同天皇三三］

　　　　ノ　ノ
　　右玉垣宮段に出たり（版本→なし）
　　　　　　　　　　　ハ
兄比責　同段に出たり（版本→なし）　♂

歌無比重盗　同家に出たり（版本→なし）
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（版本→○右四柱玉垣宮段散冒険與伊勝河宮段難名異者也★）42オ5・42オ5

　　※　国会本42オには付箋があり，・版本★印の記述と同一内容が記される。ただ

　　　一し，この付箋には書き込み位躍の指示がない。筆跡も宣長とは異なる。

108　［高巣底（版本→なし）鹿之別］　　　　　　　　　　　　　　44ウ5・44ウ5

　　※　「高巣鹿之別，諸本共に，鹿上に細字あれども，術と見ゆ，故実は眞福寺本

　　　に其字無きに従へり」（『古事記伝』巻24）55）

　　※　［讃岐綾君伊勢之別＿彦別　　　　’之三等三三］一　　　　48オ5・48オ5

　　　　［鎌倉之別小津石代之別　田之別芝之祖］　　　　　　　　　　48オ7・48オ7

　　　　阿＿知能三島郎女　「’　　　”49ウ8・49ウ8
　　　　以上，4個所（版本，黒刷箇所）は，国会本では空白となっている6

注

1）寛政10年（1798）6月17日付荒木田久老宛。『本居宣長稿本全集』第2輯（博文館　大正

　12）所収，『本居宣長全集』（筑摩書房）算17巻書簡番号606。、以下，筑摩書房版『本居宣

　長全集』・は『全集』と略記。

2）『玉勝間』巻2「あがたみのうしの御さとし言」（『全集』第1巻所収）．

’3）本居大平・「御題字牛後爾記須詞」（『全集』第9巻所収）ほか。

4）再稿本巻2（版本巻3にあたる）のみ天理図書館蔵。

・5）再稿本一上「置字ノ事」では，「オ」「ヲ」をアイウエヲ，ワヰエオの順に配列し，上

　部調印こ「エ（エ）ノ下目移スベシ」と訂正脅書き入れている。一方乳国会本では原文段

・階から，アイウエオ，ワヰエヲの順に並び，国会本が再稿本に施された訂正を踏まえて記

　されたことがわかる。このほか，再稿本一上（「道云事世論」以前）には上部余白，付

　箋，行間の加筆訂正が41ヶ所あるが，うち34ヶ所は国会本原文に反映される。一下では，

ユ3拐所のうちi2ヶ所が反映される6再稿本の加筆訂正すべてが国会本に反映されるわけで

　はないが，’版本に反映されたものは皆，国会本め原文段階から反映されている。これらか

　ら，国会本原文は，再稿本に改訂が施された後に記されたと確認できる。再稿本は，本居

　宣長記念館所蔵自筆稿本の複製．（清栄社tt昭和55．6）によった（以下同）。

6）松坂本居家，面前（1827－1900）の印。（『日本古典籍書誌学辞典』岩波書店　平成11．3

丁本居家」の項　吉田悦之執筆）

7）a「野立国会図書館本『古事記傳』’一及び二に就きての考察（一）」J（『論集上代文学』

　第串母　笠問書院　昭和52．11）etb「本居宣長の古事記研究」（『古事記研究大系2　古事

　記の研究史』高科書店　平成11．6）

8）ルビ「ノサダメ」は貼紙の上に記される。貼紙の下は判読不能。、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スベテノサダメ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イニシヘブミ9）加筆訂正後の国会本項目のうち，版本と相違するのは「古記どもク）総論」，および『

　「古事記上巻・［井序］」にルビがない点のみ。

10）版本巻IQ・ら14，18から20は，、奉居春庭が版下を執筆。

11）本居宣長記念館に残される再稿本（巻3のみ第3次稿本）’ �ﾝると，巻3（版本巻3にあ

　たる）以下の冊子には，加筆訂正等を行うに際して，大字小字の別の指示，ム等の合印を

　使った書き入れ箇所の指示のあとが見える。しかし，再稿本一上，下の2冊（版本巻1，2
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　にあたる）には，そのような指示書きは認められない。これは，版本巻3以下の版下作成1

　には，記念館蔵本が下本として用いられたのに対して，版本巻1，2の版下作成に億国会本

　『が下本とされたためか。

12）　『古事記傳上木雑事』（『全集』第20巻所収）に「一，板下下本直璽落文旧事　トキハニ

　カキ蝋片ウゴクヨナキソ」という記事がある。国会本「直毘璽」原文，当該箇所をみると

　「ときばにかきはに」の部分が落ちている（本文紹介67参照）。「板下下本」で「落文」と

　されるのと同O箇所が，国会本原文でも落ちているわけで，国会本が「板下下本」と関係、

　深いものであったことを思わせる。

13）例えば，岡本　注7）a　は，国会本2冊を宣長自筆とするが，その根拠として「特に」

　「書込や紅紙等」の文字の字体が宣長と「同一筆跡と思はれ」ることを挙げている。

14）　ただし，二之巻42オの付箋（本文紹介107参照）は宣長の手跡ではない。

15）本居家において「筆者不明」とされていた当稿本が，何時から「宣長自筆」と称され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　るようになったのかは不明である，だが，明治39年2月発行「高潮」第1号（吉川弘文館

　刊）　「珍書研究会の発会」の記事中，林縫之助の出品に，「古事記三一本居自筆草稿本一

　冊」というものが見られる。露国図書館の購入以前にすでに「宣長自筆」と称されてお

　り，帝国図書館はそれを踏襲したと考えてよいであろう。本居弥生の『備忘録釧で「林

　縫次郎」となっているのは記載の誤りか。

16）本文紹介17，31参照。なお，「エ」とすべき箇所を「イ」とする誤りは，本文紹介34に

　も見られる。

17）　ただし，貼紙等による訂正には，原文筆者が書き間違いを訂正したものもあると思わ

　れる。

18）　自筆稿本が本居宣長記念館に現存する。『全集』第14巻所収。　　　　　　　　　’

19）　岡田米夫「古事記伝稿本の基礎的研究　　（上）～（下）」（「皇学」1巻4号～2巻1号

　日召禾08．9～日召禾09．3）　ほカ㌔

20）　岡田注19）ほか。

・21）漢字平仮名交じり文の採用時期は，天明5年冬，宣長宛横井千秋書簡に「就夫右認方面

　事色々御思按出成，平假名方に康治定盤成候よし被絶奇候御趣承知仕候」（『全集』別巻3

　書簡番号147）とあり，この頃と考えられる・

22）巻次訂正の時期は，岡田注19）参照。高倉一紀「藤垣内本居大平書簡ニ一団田家来簡

　考一一」（「ビブリア」91号　昭和63．10）は，天明5年1エ月以降とする（天明6年3月以降

　の可能陛も指摘されている）。

23）　「傳編出露虫畳」（『全集』別巻2所収）に「壷応仁申ノ十月廿三日板下出富戸十一月

　廿四日白下名古屋へ遣ス，二之嘉辰ノ十月十四日名古屋へ遣スまとある。『本居春庭
　ft物画帳　二』（r全集』同心所収）にも版下作成の記事あり。一之巻の成立下限を「三下

　出來」の天明8年10月23自とせず，名古屋に送った11月24日とすること，岡本注7）に従

　う。

24）石井庄司「古事記伝における本文の校定」（「国語と国文学」21巻6号　昭和19．6），岡

　本店7）ほか。

25）　岡本注7）

26）版下作成後，校合刷り直し時などに訂正されたものもある・と思われる。特に，二之巻

　は，天明6年10月に版下が作成されているため，本来は真福寺本の記述は含んでレ・一ないは
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　ずである。にもかかわらず，版本二三三に「眞福寺本には，命字を作り1これや正しから

　む」（21ウ10）と真福寺本の記述が見られるのは，校合刷り直しの際などに訂正が施され

　たためと考えられよう。国会本で「又はさかしらに改めつるにもあらむか」（21ウ8本文

　紹介102）となっているのが，．天明6年10月、に版下が書かれた時の本文を伝えていると思わ

　れる。なお，版下作成後の訂正については　注55）も参照。

27）　『全集』第12巻p69。小野田光雄編『諸本集成古事記』（勉三社　昭和56．11）下巻

　（28）参照。以下，『諸本集成古事記』は『諸本集成』と略記。・

28）尾崎知光「『古事記伝』に引用された真福寺本古事記について」（「神道大系　月報」

　93平成2．3）ほか。

29）　『＝全集』第17巻　書簡番号116

30）　この書簡に見える四阿とは，渡辺直黒（一1792）のこと。名古屋の人。通称，惣左衛

　門。もと田中三三門人。天明7年宣長に入門。『古事記伝』の上木の雑事に携わる。天明6

　年3月17日，春庭が吉野に花見に旅立ったのに同道した。（「天明六年丙午日記」　『全集』

　第16巻所収）春庭は，吉野から南都に趣き，さらに京，大阪，伏見を経由し，4月7日に帰

　宅した。直営がどこまで春庭に同行したかは不明であるが，天明6年3月21日付栗田土

’満宛大平書簡（高倉　注22）をみると，直麿自身は出雲に行く計画を持っていたようであ

　るから，途中から春庭と別行動をとったとも考えられる。之の書簡の時点を三明6年4月と

　しそ，そのとき，直麿が京都に滞在していた可能性はあるのではなかろうか。

31）　ただし，横井千秋に送られた「一之巻町正本」が，現在の国会本L之巻そのものであ

　るかは不明である。原文部分の筆者に疑問が残ることからいって，あるいは，国会本一之

　巻は，横井千秋に送られた「一之三三正本」の控えとして，門人筆工等によって書写され

　たものであった可能性もある。

32）　国会本「直下塞」の奥書は，版本一之巻「直毘塞」と同文である。すなわち，宣長自筆

　稿本『直霊』（『全集』第14巻所収）の奥書の年月日をそのまま踏襲している。「直毘難」

　の奥書については，岩田隆「『古事記伝』一之巻の明和八年成稿説について」（「三三学

　会報」7号　平成2．9）等，参照。

33＞　『全集』別巻2所収

34）原文の中でも，一之巻と二之巻で，また二雪叩の系図部分で，筆者が異なっていた可

　能性も考えられる。宣長筆とみられる加筆訂正部分についても，別人の手跡が混じってい

　ないかを明確にしておく必要があろう（二之巻42オの付箋は宣長筆ではない。本文紹介
～10惨照）。

35）　『古事記伝』版本の漢字平仮名交じり書記様式については，矢田勉「古事記伝」（『歴史

　の文字一記載・活字・活版』東京大学総合研究博物館　平成8．9），「鈴屋の文字意識とその

1・実字（「鈴屋学会報」15号　平成10．12）等，参照。

36）パ陥凹ンとしては，つぎの5通りが考えられる。

　　1国会本本文＝版本（訂正なし）

　　2国会本本文≠版本（訂正なし）

　　3訂正前本文＝版本　→　訂正後本文≠版本

　　4訂正前本文≠版本　→　訂正後本文＝版本

　　5訂正前本文≠二三　→　訂正後本文≠版本

　1については特に紹介しない。2から5で最も多いのは4である。この4をaで紹介し，2，
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　3，5についてはbで紹介する。（3，L　5はほとんどない）．

37）「本」リルビはジ再稿本では「ホン」，版本では，「マキ」，国会本二三三では「ホム」

　（訂正なし　本文紹介97参照）となってめる。国会本一之巻には「マキ」．とする箇所（本

！文紹介9，10参照）と，「ホム」から「アキ」に訂正した箇所（本文紹介9，10，27，45

　参照）がある。前者は加筆訂正時に加えられたルビか。

38）　『全集』第12巻p69。『諸本集成』下巻（28）参照。

39）原文では「○古言の聲の上り下ワの事」は行頭から2字下り㍉「下冷名など」以下は改

　行されていた。

40）　「○甲西の」以下，改行。

41）「○古言の」以下，改行。「此一條ハ四十二丁下伸アリコ・二書入ベシ」と朱書吉書あ

　り。　　　　　’，

42）　「○いはゆる」以下，改行。

43）原文では「○凡て詔云々日云々」は改行されていない。「クダリヲ上ケテ書ベシ」と朱

　書羽書あり。

44）「原文で採用していた「云」は臓卜本のみの表記。t之」・は真福寺本を含めた諸本の表記

　（『諸本集成』中巻（241）ほか）。この訂正もまた，真福寺本との校合が契機となったので

　はなかろうか。本文紹介47の貼紙による訂正も参照。．

45）

46）

47）

48）

49）

50）

行頭から2字下げに訂正

行頭から2字下げに訂正

ルビ「ノサダメ」は貼紙の上に記される。貼紙の下は読み取れない。

『全集』第12巻p324。『諸本集成』下巻、（361－362）参照。

・『全集』第11巻p23。『諸本集成』中巻（419）参照。

再稿本，国会本，『訂正古訓古事記』（『全集』第8巻所収），『古事記』諸本（『諸本集

　成』中巻（687）参照）・はみな「摩」である。版本「麻」は，国会本をもとに版下執筆す

　る際の写し誤まりではなかろう，か。

51）再稿本，国会本，『訂正古訓古事記』，『古事記』諸本はみな「智」（『諸本集成』上巻

　（51）参照）。この版本「地」も写し誤まり・か。

52）．『全集』第9巻p193。『諸本集成』上巻（78）参照。

53）再稿本は「知」。寛永版本は「知」，延佳本，真福寺本は「智」である（『諸本集成』上

　巻（92）参照）。再稿本，国会本の「知」を，版本で「智Jと変更したのも，真福寺本写

　本との校合によってであろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　1

54）　『全集』第10巻p494。『諸本集成』中巻（150）参照。　　　』　／

55）tt『全集』第11巻p81。『諸本集成』中巻（274）参照。寛政3年6月20臼玉，横井千秋宛

　宣長書簡（『全集』第17巻書簡番号169）に，当該箇所の訂正依頼がみえる。

（うえだゆきみ　古典籍課）

一56一


